
　

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成　

年
度
に
、

１２

家
族
が
担
っ
て
き
た
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
始
以
来
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の

変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

３
年
に
一
度
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
、
今
回
で
４
期
目
の
計

画
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
平
成　

年
度
か

２１

ら　

年
度
ま
で
の
岩
見
沢
市
高
齢

２３
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
４
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
昨
年　

月
、
公
募
に
よ
る
市

１０

民
や
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野

の
関
係
団
体
の
代
表
者
、　

人
で

２０

構
成
す
る
岩
見
沢
市
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
を
設
け
ま
し

た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
高
齢
者
人
口

の
推
計
な
ど
を
も
と
に
、
今
後
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み
に
つ

い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
実
際

に
介
護
や
医
療
現
場
に
携
わ
る
方
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の
意
見
や
提

案
を
参
考
に
、
今
年
の
３
月
、
市
に
対
し

て
、
こ
の
計
画
の
素
案
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
市
は
、
こ
れ
を
受
け
て
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
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戦
後
生
ま
れ
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代

が
、　

歳
を
迎
え
る
平
成　

年
度
に
向
け

６５

２６

て
、
３
年
ご
と
に
目
標
を
設
定
し
、
中
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
で

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

�
生
き
が
い
に
満
ち
、
活
躍
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現

　

明
る
く
活
力
に
満
ち
た
高
齢
社
会
を
確

立
す
る
た
め
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を

持
っ
た
高
齢
者
が
、
健
康
で
自
由
に
働

き
、
楽
し
み
、
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き

る
地
域
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

�
介
護
予
防
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
要
介
護
や
要
支
援
状
態

に
な
る
こ
と
や
、
そ
の
状
態
が
悪
化
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
予
防
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

�
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

　

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
介
護
を
担
う
人
材
の
養
成
や
確

保
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
提
供
な
ど
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
質
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
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�
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
総
合
的

な
推
進

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
提
供
体
制
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

　

三
世
代
交
流
事
業
な
ど
様
々
な
事
業
を

通
し
て
、
若
年
期
か
ら
地
域
で
支
え
合
う

こ
と
の
自
覚
の
醸
成
と
支
え
合
い
の
輪
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
支
援
し
ま
す
。
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第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
安

心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
３
年
間
に
必
要
と
さ

れ
る
居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
や
介

護
予
防
に
必
要
な
事
業
を
積
算
し
、　

歳
６５

以
上
の
方
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料
を
算
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今後予想される高齢者人口の推計
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定
し
て
い
ま
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
供
給
量

　

今
後
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
の
増
加
も
見
込
ま
れ

る
た
め
、
過
去
の
事
業
計
画
の
実
績
や
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計
を
も
と

に
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

�
計
画
的
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

　

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

な
ど
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を

続
け
る
た
め
、
必
要
な
と
き
に
最
も
適
切

な
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
施

設
入
所
を
希
望
す
る
待
機
者
の
解
消
を
図

る
た
め
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
、
平
成　

年
度
ま
で
の
３

２３

年
間
に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
施
設
系
サ
ー

ビ
ス
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

�
介
護
保
険
の
保
険
料

　

今
後
３
年
間
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
見
込

量
を
も
と
に
、
国
の
制
度
改
正
な
ど
を
踏

ま
え
た
上
で
、　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料

６５

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
基
準
と
な
る
月
額
の
保
険
料

は
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
際
の
保
険
料
は
、
収
入
や
世

帯
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
６
段
階
に
区
分

さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
７
月
中

旬
に
決
定
し
ま
す
。
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高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
方
が
一
層
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
岩
見
沢
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
も

と
に
、
高
齢
者
が
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

い
か
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
活

躍
で
き
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
壮
年

期
か
ら
の
幅
広
い
健
康
づ
く
り
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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介護保険サービス給付費

要介護認定者と介護サービス利用者
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�介護報酬の改定
　介護従事者の処遇改善と人材の確保を図るため、約３％増額
改定しました
�介護保険会計の財源構成の変更
　介護保険の財源の内、５０％を国・北海道・市で負担し、残り
５０％を４０歳以上の方の保険料で賄っていますが、その内４０
歳から６４歳までの負担割合を３１％から３０％へ引き下げ、６５歳
以上の方の負担割合を１９％から２０％へ引き上げました
�介護認定調査項目の変更
　要介護認定を適正化するため、８２項目あった調査項目を７４項
目に減らし、調査方法も一時審査を簡素化し、二次審査の特記
事項で再評価することになりました
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問
合
先　

市
高
齢
・
介
護
室




